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自己紹介

• 「いつまでも自分の脚で歩いて健康に」をモットーとした、
介護予防の自立歩行用品を開発・販売している

• 親会社は窓周りインテリアメーカーであるトーソー株式会社で、主
に新製品の商品開発に携わっていた経験を生かして、現在も新しい
介護予防商品の商品開発を手掛けている

• 介護・福祉用品の規格作りへの参画や「ファッションや
インテリアと介護予防（未病）」等の新しい試みにも
取り組み中

• 「杖」から「素敵なステッキ」にするためにデザイナーズ
ステッキ販売中



「杖」から「素敵なステッキ」へ
•「杖は年寄りに見られるから使いたくない！」と言って転倒する事が
一番怖い！→「転ばぬ先の杖」

•「素敵なステッキ」の提案で早めに使っていただき転倒事故を防止



「いつまでも自分の脚で歩いて健康に！」

★健康寿命の延伸＝介護保険にも医療保険にも頼らない！

★健康状態を維持して、フレイルにならないために、そして

要介護にならないために自分の脚で歩ける状態を維持する

・この状態をいつまでも続ける事の出来るようにするための

お手伝いをする事がフジホームの使命！！

要介護からフレイルに！

フレイル＆プレ・フレイルから健康に！

そして杖を使わない生活を目指して！！



AI姿勢解析を用いた運動効果の目的

・健康寿命の延伸に向けて運動は重要
・「どんな運動が必要なのか？」が分からない
・運動に不慣れな方はフォームが崩れやすく十分な
効果が得られない

・AI姿勢・運動分析「Sportip Pro（株式会社Sportip製）」
を用いて姿勢分析と運動の効果判定

・初心者の方でも、その場で「効いている」と即時的に
実感可能

・効果が実感できることで継続的な運動実施に繋げる



健康相談・体操体験会 開催
画像・動画分析AIと理学療法士の力で「転ばない体づくり」をサポート！

• AI姿勢・運動分析「Sportip Pro（株式会社Sportip製）」を用い
て姿勢分析

〈座位：前向き〉〈座位：横向き〉 【姿勢解析】



「リハステッキワイド」を使用した運動提案
•「リハステッキワイド」は理学療法士斉藤育洋氏が開発

•片手でも両手でも使用できる杖で自立歩行支援として使用でき
るのと、リハビリ運動の実施も可能



「リハステッキワイド」よる運動実施
•４つの運動実施：理学療法士齋藤育洋氏監修

①体幹前傾運動

②椅子座位足踏み運動



③両足挙上運動

④両脚開閉運動



検証結果
実施場所：江東区大島商店街で実施し6名参加

参加者：50歳代1名、60歳代1名、80歳代4名（全て女性）

・実施前と実施後では6名全員が
姿勢解析AIの点数に改善が見ら
れた



その後について
• AI姿勢・運動分析「Sportip Pro」による

お薦め運動プログラムの紹介

•今後、実施した方が良い運動内容を提案する

ことにより健康維持及び改善に向けて

ご自宅で実施が可能

•上記実施後に再度、AI姿勢・運動分析

「Sportip Pro（株式会社Sportip製）」を

実施し、改善状況の見える化により、

更に継続していただくように提案する



ご清聴ありがとうございました

検証結果（結論)

・体験会に参加していただいた対象者へのアンケートを実施した結果

「運動と効果がその場で確認できて分かり易かった」と全員が回答

・結果「リハステッキワイド＋AI姿勢解析の取組」は、即時的である

が一定の効果が示された


